
十
八
銀
行
旧
公
会
堂
前
出
張
所
二
Ｆ

風
信

一
、
は
じ
め
に

　
長
崎
の
開
港
は
二
十
六
聖
人
記
念
館
の
前
館
長
パ
チ
ェ
コ
神
父（
日
本
名
・
結
城

神
父
）の
論
考
に
よ
る
と
、
一
五
六
七
年
当
時
、
口
之
津
の
教
会（
島
原
有
馬
氏
所
属
）

に
い
た
ト
ー
レ
ス
神
父
が
、
新
た
に
大
村
氏
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
福
田
の
港
に
ア
ル

メ
イ
ダ
を
派
遣
、
そ
の
途
中
ア
ル
メ
イ
ダ
は
長
崎
氏
の
も
と
を
通
り
布
教
を
開
始
、

一
五
六
九
年
十
一
月
長
崎
の
地
に
最
初
の
教
会
ト
ー
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
教
会

を
創
立
、
信
者
は
一
，五
〇
〇
人
を
数
え
た
。（
ト
ー
ド
ス
教
会
の
場
所
は
現
在
の
夫

婦
川
町
・
春
徳
寺
）

　
以
来
、長
崎
の
地
に
良
港
が
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
、新
た
に
一
五
七
一
年（
元
亀
二
）

春
頃
よ
り
森
崎
の
地（
旧
県
庁
の
地
）に「
岬
の
教
会
」を
中
心
に
次
の
六
ヶ
町
を
地
割

し
、
新
し
い
町
を
開
い
て
い
る
。

　
大
村
方
面
よ
り
移
住
し
て
き
た
大
村
町
。
大
村
純
忠
の
実
家
島
原
有
馬
方
面
よ
り

移
住
し
て
き
た
島
原
町（
明
治
以
後
に
万
才
町
と
改
む
）。
外そ
と

海め（
福
田
・
神
浦
方
面
）

よ
り
移
住
し
て
き
た
外ほ
か
浦う
ら
町
。
平
戸
方
面
よ
り
移
住
し
て
き
た
平
戸
町
。
横
瀬
浦
方

面
よ
り
移
住
し
て
き
た
横
瀬
浦
町
。
地
役
人
を
住
ま
わ
せ
た
分
知
町
。

　
そ
し
て
、
当
然
の
事
と
し
て
、
大
村
氏
配
下

長
崎
氏
を
含
む
二
十
五
氏
の
所
領
地
の
住
民
は

全
て
キ
リ
シ
タ
ン
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
、
其
の
地

の
社
寺
は
全
て
廃
さ
れ
た
。
但
し
当
時
は
、
長

与
氏
の
み
巖い
わ

屋や

大
権
現
信
仰
を
中
心
に
改
宗
し

な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
長
崎
の
町
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
豊
臣

秀
吉
の
命
に
よ
り
禁
止
さ
れ
、
長
崎
に
あ
っ
た

全
て
の
教
会
が
廃
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
五
九
七
年（
慶
長
二
）二
月
五
日
長
崎
西
坂
の

丘
で
二
十
六
聖
人
の
殉
教
が
行
わ
れ
て
以
来
の

事
で
あ
る
。
一
五
九
八
年（
慶
長
三
）に
は
筑
後
善
導
寺
の
僧
堅
誉
上
人（
浄
土
宗
）が

最
初
に
佛
教
の
布
教
を
開
始
し
た
が
、
旧
市
内
で
の
布
教
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
対

岸
の
稲
佐
に
当
時
来
航
し
て
い
た
佛
教
徒（
唐
船
の
人
達
）の
援
助
を
受
け
小
さ
な
御

堂
を
造
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
長
崎
に
於
け
る
最
初
の
神
社
と
し
て
、
長
崎
市
史（
昭
和
三
年
序
版
）に
次
の
よ
う

に
記
し
て
あ
る
。

「
唐
津
立
石
村
出
生
の
威
福
院
高
順
、
慶
長
十
二
年（
一
六
〇
七
）長
崎
に
来
り
東
中

町
筋す
じ

違か
い

橋
の
辺
に
小
屋
を
建
て
天
満
宮
の
尊
像
を
安
置
し
た
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
達

に
よ
り
破
却
、同
十
五
年
高
麗
町
竹
藪
の
中
に
再
建
、再
び
破
却
さ
れ
、元
和
八
年（
一

六
二
二
）眞
言
宗
威
福
寺
の
名
称
で
尊
像
を
祀
っ
て
い
た
が
明
治
元
年
六
月
神
佛
混

淆
令
に
よ
り
櫻
馬
場
天
満
宮
と
改
め
現
在
に
至
っ
て
い
る
。」

　
之
に
対
し
諏
訪
神
社
は
一
六
二
三
年（
元
和
九
）唐
津
の
豪
族
草
野
氏
の
一
族
で
、

佐
賀
龍
造
寺
氏
と
も
縁
の
あ
っ
た
修
験
者
金
重
院
賢
清（
青
木
氏
）が
長
崎
の
地
に
捧

持
し
た
の
が
諏
訪
神
社
の
初
め
だ
と
記
し
て
あ
る
。
そ
の
社
地
に
つ
い
て
は
伊
良
林

郷
風
頭
の
地
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
一
六
二
八
年（
寛
永
五
）長
崎
代

官
末
次
平
蔵
の
時
、
社
地
と
し
て
現
在
の
西
山
松
ノ
森
神
社
の
地
を
下
賜
さ
れ
、
一

六
三
四
年
九
月
七
日（
寛
永
十
一
）現
在
の「
長
崎
く
ん
ち
」の
原
型
と
な
っ
た
氏
神
の

祭
礼
が
始
ま
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。

　
そ
し
て
、
最
初
の
く
ん
ち
の
祭
礼
を
行
っ
た
場
所
は
、
現
在
の
松
ノ
森
神
社
が
あ

る
所
で「
傘
鉾
」は
ま
だ
造
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。「
傘
鉾
」の
事
に
つ
い
て

大
田
由
紀
女
史
の「
長
崎
く
ん
ち
に
お
け
る
傘
鉾
の
変
遷
」と
い
う
論
考
が
長
崎
純
心

大
学
文
化
学
会
々
報
十
二
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
御
参
考
に
さ
れ
る
と
よ
い
。

二
、
今
年
の
お
く
ん
ち
奉
納
踊
七
ヶ
町

○
紺こ
う
屋や

町
　
江
戸
時
代
の
町
名
を
み
る
と
紺
屋
町
に
は
本
紺
屋
町
、
中
紺
屋
町
、
今

紺
屋
町
の
三
ヶ
町
が
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
長
崎
の
紺
屋
は
唐
船
に
よ
っ
て
輸

入
さ
れ
る
白
糸
に
唐
船
持
ち
渡
り
の
染
料
を
使
い「
ト
ウ
ジ
ン
　
ク
ウ
ヤ
」の
名
称

で
親
し
ま
れ
た
と
い
う
。

　
傘
鉾
の
ダ
シ
は
氏
神（
諏
訪
神
社
）に
雅
楽
を
奉
納
す
る
意
を
込
め
て
、
秋
の
紅

葉
の
下
に
樂
人
の
用
具
を
配
し
て
い
る
。
奉
納
踊
は
前
回
同
様
、
同
町
で
先
々
代

の
頃
よ
り
舞
踊
を
教
え
て
お
ら
れ
る
藤
間
金
彌
先
生
の
御
指
導
で
、
町
内
子
供
連

中
の
先
引
と
華
や
か
な
恒
例
の
本
踊
が
奉
納
さ
れ
る
。

○
出
島
町
　
戦
前
の
出
島
町
は
、
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
の
伝
統
も
あ
っ
て
お
く
ん
ち
の
奉

納
踊
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
戦
後
昭
和
二
十
八
年
よ
り
参
加
さ
れ
て
い
る
。

傘
鉾
の
ダ
シ
も
奉
納
踊
も
全
て
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
に
因
ん
だ
も
の
で
、
長
崎

異
国
趣
味
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
長
坂
の
皆
さ
ん
を
含
め
大
変
高
評
で
あ
り
、

「
モ
ッ
テ
コ
ー
イ
〳
〵
」の
声
が
何
度
も
か
か
っ
て
い
た
。

○
東
古
川
町
　
古
川
町
は
東
古
川
町
の
他
に
本
古
川
町
、
西
古
川
町
の
三
ヶ
町
が
あ

り
、
昔
は
貿
易
荷
上
げ
の
地
と
し
て
一
番
賑
や
か
な
中
島
川
沿
い
の
町
で
あ
っ
た
。

町
内
の
天
満
宮
の
鳥
居
に「
寛
永
十
八
年
二
月（
一
六
四
一
）川
副
町
」と
刻
し
て
あ

る
。
昔
は
川
副
町
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
傘
鉾
か
ざ
り
、
奉
納
踊

り
共
に
町
名
に
因
ん
だ
も
の
で「
昔
の
人
は
よ
く
考
え
て
あ
り
ま
す
ね
」と
町
の
人

達
は
私
に
よ
く
語
り
か
け
ら
れ
た
。

○
小こ

川が
わ
町
　
長
崎
開
港
の
頃
、
当
時
の
荷
上
げ
は
船
津
町
で
あ
り
、
其
の
隣
が
小
川

町
で
あ
る
。
こ
の
町
に
は
立
山
よ
り
流
れ
下
る
小
川
が
あ
り
、
其
の
小
川
の
水
を

船ふ
な

人び
と

達
は
大
い
に
活
用
し
て
い
た
そ
う
で
、
町
は
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。
戦

後
、
同
町
が
奉
納
踊
を
復
興
さ
れ
た
の
は
中
山
正
会
長
・
毛
利
利
明
委
員
の
頃
か

ら
で
あ
っ
た
。
傘
鉾
は
昔
の
よ
う
に
小
川
に
因
ん
だ
昔
の
型
を
復
活
し
、
小
川
の

岸
に
立
つ
白
さ
ぎ
、
打
網
、
魚
篭
そ
し
て
川
岸
を
背
景
に
、
奉
納
踊
は
牡
丹
の
花

の
下も
と

、
獅
子
舞
に
し
ま
し
た
と
御
連
絡
を
う
け
た
。
大
変
高
評
な
奉
納
踊
り
で
し

た
。

○
本
古
川
町
　
昔
は
古
川
町
の
本
通
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
町
の
傘
鉾
は
、
先
輩

方
よ
り「
趣
向
さ
れ
た
物
が
傘
鉾
に
置
い
て
あ
る
が
解わ

か
る
か
」と
言
わ
れ
た
。
そ

れ
は
神
前
に
奉
納
さ
れ
る
神
楽
用
具
の
中
に「
古
い
皮
を
使
用
し
た
太
鼓
や
鼓つ
づ
み

が

あ
る
事
」だ
そ
う
で
あ
る
。
戦
前
の
奉
納
踊
は
軍
艦
と
水
兵
さ
ん
達
で
あ
っ
た
が
、

戦
後
は
江
戸
時
代
各
藩
よ
り
入
港
し
て
き
た
藩
主
を
乗
せ
た
御
座
船
の
入
港
と

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
町
内
の
子
供
達
が
参
加
し
て
賑
や
か
で
あ
る
。

○
大
黒
町
　
そ
の
昔
、
入
港
し
て
く
る
唐
船
の
一
番
船
は
立
山
の
下
こ
の
町
の
前
面

海
岸
に
止
ま
り
、
次
い
で
順
次
碇
泊
し
て
い
た
と
い
う
の
で
街
は
大
い
に
賑
わ
い
、

町
内
は
川
を
境
に
右
を
大
黒
町
、
左
を
恵
美
須
町
と
言
っ
た
。
そ
の
故
こ
の
町
の

四
三
四
号
　
平
成
三
十
年
九
月
十
日

傘
鉾
・
奉
納
踊
り
共
に
唐
船
関
係
で
あ
る
が
、
特
に
傘
鉾
飾
り
は「
か
げ
大
黒
の
趣

向
」が
面
白
い
と
昔
か
ら
有
名
だ
っ
た
。

　
ま
た
此
の
町
の
奉
納
踊
り「
唐
人
船
の
通
り
物
」は
先さ
き

引び

き
に
多
く
の
町
内
子
供

連
中
、
そ
れ
に
付
き
添
い
の
皆
さ
ん
達
の
賑
や
か
さ
で
評
判
が
高
い
。

○
樺
島
町
　
土
地
の
人
達
は
樺
島
町
と
言
え
ば「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」と
い
う
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
著「
N
I
P
P
O
N
」に
長
崎
く
ん
ち
の
代
表
的
だ
し
も
の
の

一
つ
に
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
の
図
が
あ
る
程
、
有
名
だ
っ
た
。
樺
島
町
の
始
め
は
野
母

崎
町
の
沖
、
島
原
有
馬
藩
樺
島
の
人
達
が
長
崎
開
港
ま
も
な
く
当
時
の
舟
津
の
入

口
に
移
住
し
て
き
た
人
達
に
よ
り
開
か
れ
た
町
で
あ
り
、
海
運
に
は
関
係
の
あ
る

町
で
あ
っ
た
の
で
、
当
時
、
長
崎
に
入
港
し
て
き
た
大
阪
堺
の
人
達
よ
り「
コ
ッ
コ

デ
シ
ョ
」は
伝
え
ら
れ
た
芸
能
で
あ
る
と
い
う
。
傘
鉾
飾
り
の
猿
田
彦
の
面
は
、
同

町
の
乙
名
若
杉
家
が
く
ん
ち
御お

輿み
こ
し

渡と

行ぎ
ょ

の
時
に
供と
も

頭が
し
ら

に
使
用
さ
れ
る
同
面
を
献

上
し
た
事
に
よ
り
、
其
の
型
を
写
し
今
に
使
用
し
て
い
る
と
言
う
。

（
校
正
・
大
束 

良
平
・
末
吉 

眞
紀
）

○
九
月
よ
り
本
協
会
の
夏
休
み
も
終
わ
り
次
の
よ
う
に
講
座
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
御
自

由
に
御
参
加
下
さ
い
。（
会
費
不
要
・
資
料
代
は
各
自
）

一
、
長
崎
学
を
学
ぶ
講
座
　
毎
週
月
曜
午
前
十
時
半
よ
り
、
講
師
は
毎
回
不
同（
資
料
代

二
〇
〇
円
）

一
、
古
文
書
を
読
む
会
　
毎
月
第
一
、
第
三
火
曜
午
前
十
時
半
よ
り（
指
導
　
川
原
清
氏
、

米
田
輝
臣
氏
、
久
保
美
洋
子
女
史
の
各
氏
他
、
後
見
　
越
中
）

一
、
水
曜
懇
話
会
　
毎
週
水
曜
午
后
一
時
半
よ
り
三
時（
江
口
淳
二
氏
、
吉
田
幸
男
氏
、

野
口
嘉
弘
氏
、
村
本
京
女
史
、
田
川
康
子
女
史
の
各
氏
他
）

一
、
歴
文
茶
話
会
　
毎
月
第
二
、
第
四
金
曜
午
后
二
時
よ
り
三
時（
脇
山
壽
子
女
史
、
太

田
靖
彦
氏
、
大
束
良
平
氏
、
木
村
忠
氏
を
中
心
に
）

一
、
清
水
寺
よ
り
八
月
十
七
・
十
八
日「
千
日
ま
い
り
」案
内
あ
り
、「
ソ
ー
メ
ン
」と「
人
形

い
も
」を
戴
き
ま
し
た
。

一
、
長
崎
三
山
公
帮
よ
り
、
九
月
五
日
よ
り
七
日
ま
で
崇
福
寺
に
て
恒
例
の
中
国
盆
の
案

内
あ
り
、
金
山
、
銀
山
、
什
綿
菜
の
事
。「
好
参
拝
為
肹
」と
あ
り
ま
し
た
。

一
、
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
よ
り
、
高
島
秋
帆
生
誕
二
百
二
十

年
と
な
る
の
で
、
其
の
記
念
と
し
て
九
月
七
日
よ
り
十
一

月
十
一
日
ま
で「
秋
帆
が
ゆ
く
」展
を
開
催
、
御
来
場
下
さ

い
と
の
事
。（
入
館
料
一
〇
〇
円
、
小
学
生
五
〇
円
）

越
中
　
哲
也

「諏方三取明神」
―長崎古今集覧名勝図繪より―

平
成
三
十
年
・
国
指
定
重
要
民
俗
文
化
財

　
長
崎
く
ん
ち
　
今
年
の
み
ど
こ
ろ（
其
の
三
十
一
）


